
こけしの誕生 

平成三十年 
  八月二十六日 
 

   橋本正明 

東京こけし友の会第65周年記念例会 



こけしの誕生 
二つの説 
• 東北残存説 

こけしのような木人形は日本全国に存在したが、
たまたま東北でそれが今日まで残った。 

• 東北固有説 
こけしは東北で誕生した東北固有の人形である。 

 
従来の文献<こけし風土記>～<こけし辞典>は殆ど 

東北固有説を支持していた。 

実は両方正しい 



 
 

 
木偶 ほうこ 芥子人形 

 ほうこの世界  日本全国 

こけし 
きでこ・きぼこ・こけし 

文政から天保 



 
 

 
木偶 ほうこ 芥子人形 

 ほうこの世界  日本全国 

久松保夫の関心 
<木の花>の「はうこ考」 
古典、文献、収集資料からほうこに
関わる記述を網羅的に蒐集 



日真名氏とびだす  
   ラジオ東京テレビ 
1955 4 9 1962 7 14  

ララミー牧場  
 ロバート・フラー吹替え 
1960 6 23 1963 7 18    



久松保夫（木偶坊）は工人の方にも勉強の場であった。 
山形小林清次郎さんの訪問 



久松保夫：芸団協専務理事 
（日本芸能実演家団体協議会） 
   昭和57年6月逝去 
グラフィック社「こけしの世界」 

 
芸団協：昭和42年社団法人認可 
 初代会長：徳川夢声 
 二代会長：坂東三津五郎 
 三代会長：中村歌右衛門 

ほうこは採り物であって、日本の芸能と深く関わっている 



 這子    天児      這子          天児 
（東京国立博物館） 

 

這子（ほうこ）とは、幼児が這う姿に作ったお人形の
こと。天児（あまがつ）と同様に、平安時代を起源と
し、幼児の穢れや厄を祓う人形として用いられた。 



高松 奉公さん  倉吉 はこた人形 
 

      ほうこ  は～こさん 



コケシということばそのものは木屑のことであり、キボコの
方が一般的だったようです。そしてそれは東北だけのもので
はなかったようです。私の郷里山口県大島などにも幼少のこ
ろにはありましたし、またろくろは使わなかったけれど、形
からいって同形のものが、鹿児島県南西諸島にあったのを見
ました。丹念に見てゆけば各地にあったと思います。 

民俗学者  
宮本常一からの手紙 
(昭和四八年一月七日付) 



樺太・北海道のアイヌ  奄美 

樺太ウィルタ 
19世紀 

東京国立博物館 

アイヌ 

トカラ列島中之島十島村内の神
社のご造替で余った用材で作ら
れるもの 
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橘文策〈こけしと作者〉 

橘文策も宮本常一から情報を得ていた 

周防大島 

岩国 

広島 



奥井紀舟（としふね）氏からの情報① 
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奥井さんの居る    
  地家室 

2歳児理稀くんが 
行方不明になった  
   家房 

宮本常一誕生地    
 家室西方村 

   374m 
   339m 
   336m 

     618m 
   455m 

周防大島 



奥井紀舟（としふね）氏からの情報② 
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奥井紀舟（としふね）氏からの情報③ 
NPOΔὉ ╡ ᾝ 
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奥井紀舟（としふね）氏からの情報④ 
NPOΔὉ ╡ ᾝ 
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奥井紀舟（としふね）（s31.7.10生） 

     山口県大島郡周防大島町地家室 
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京都の木人形 江戸期 （箕輪新一蔵） 



 
 

 
木偶 ほうこ 芥子人形 

 ほうこの世界  日本全国 

こけし 
きでこ・きぼこ・こけし 

文政から天保 

ほうこから 
   こけしへ進化 

•三つの背景 



① 農民における湯治習俗の発展・定着 
 『東北各地の温泉場が一般庶民階級によって保養
や治療のために利用されるようになったのは、徳川
時代もずっと下って文化・文政ごろからである。現
在のようにレジャーを楽しむ温泉一泊旅行というよ
うなものではなく、疲れを癒し、病気をなおし、ま
た一生懸命に働く力を貯える事を目的としたもので
あった。だから温泉場といわず湯治場といい、温泉
に行く事を湯治に行くといった。』 
            菅野新一〈こけし事典〉 

 
それ以前は武家や富裕な商家が病気の療養を主たる
目的として行なっていた。（例：作並岩松旅館） 

ほうこからこけしへ  進化の背景 



① 農民における湯治習俗の発展・定着 
 『病人らしい湯治客はあまり見当らない。彼等の
多くは、自分の手に依って作られた米味噌を、野菜
を、中には寝具を自らの体力に応じて背負い込んで
来るのである。なかには数十粁離れた部落から、山
越えして来る者も珍らしくはない。彼等の大半は溌
刺たる体躯の所有者である。彼等にとっては、湯治
は一種の宗教である。（中略）この事実は、聖地に
参ずる、殉教者の信仰に燃ゆる気持にも、一脈相通
ずるものがあると観ることは無理であろうか。』 
       石坂洋次郎〈東北温泉風土記〉 

 
病気の療養ではなく、再生儀礼的な習俗に近い。 

ほうこからこけしへ  進化の背景 



② 山の木地師が湯治場に定着 
  あるいは湯治場における木地師の出現 
   （原料立地から消費地立地） 

 

ほうこからこけしへ  進化の背景 

本来は原料利用効率から原料立地 
 

それを保証していたもの（木地屋文書） 
• 朱雀天皇綸旨（りんじ） 
• 正親町（おうぎまち）天皇綸旨 
• 信長免許状 
• 秀吉免許状 

朱雀天皇綸旨 

「全国何処の山でも八合目以上
の木は伐採自由」 



② 山の木地師が湯治場に定着 
  あるいは湯治場における木地師の出現 
   （原料立地から消費地立地） 

 

ほうこからこけしへ  進化の背景 

江戸末期以降 
木地師に与えられていた特権の保障が失われる 
論山事件（山論）が各地で起こる 
 
木地師は原料産地より消費地近くに移動する 
• 横川・熊沢から遠刈田へ 
• 荒湯・鬼首・中山より鳴子へ 

 
木地師が、製品を求める消費者に近づく 
消費者の意向に敏感に応じるようになる 
 



遠刈田新地 

稲子 

遠刈田温泉 

弥治郎 

鎌先温泉 

蔵王東麓の場合 

横川 
 

 熊沢   

延享3年（1746） 
勘三郎30余名 

延享3年仁右衛門 

天和元年 
（1681年）に移住 



鬼首荒湯 

小僧 

花山 

鳴子 

鬼首木地山 

鬼首番所 

尿前番所 

寒湯番所 

六兵衛以下4軒 

善吉以下6軒 

友五郎子 初之進以下10軒 

文化10年（1813）の木地屋 

中山 

小豆坂 

鳴子の場合 



③ 赤物木地技術の流入 （小田原・箱根より） 
    （伊勢・金毘羅参り、工人の流動） 

ほうこからこけしへ  進化の背景 

土湯 文政6年3月  
金毘羅碑 施主源五郎 

土湯 
 源五郎・亀五郎の金毘羅まいり 
     文政年間  
遠刈田 

新地 金比羅碑２基 
 文政6年8月 文政８年10月   

鳴子 
温泉神社神官 早坂某 伊勢参り  
源蔵湯逗留の小田原の木地師 

     弘化年間 
作並 
 箱根より来た南条徳右衛門  
     文政年間 



③ 赤物木地技術の流入 
    （伊勢・金毘羅参り、工人の流動） 

文政8年10月     文政6年3月  
   遠刈田新地の金毘羅碑  

作並 岩松直助文書（万延元年） 
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木偶 ほうこ 芥子人形 

 ほうこの世界  日本全国 

前こけし的ほうこ 東北 
（前駆体 Precursor  

① 湯治習俗の発展・定着 
② 山の木地師が湯治場に定着 

 （原料立地から消費地立地） 
③ 赤物木地技術の流入 

 （伊勢参り、工人の流動） 
  

こけし 
きでこ・きぼこ・こけし 

文政から天保 
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http://kokeshiwiki.com/?p=16831 

http://kokeshiwiki.com/?p=16831
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鬼首の長蔵文書 
 文久2年（1862年） 購入側は「こふけし」と読んでいた。 
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11系統分化以前の姿 

作並・鳴子の共通の祖形 
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系統の分化 
 足踏みろくろ（一人挽き技術）の伝承 

青根・遠刈田へ参集した人々（明治20年代初） 

• 弥治郎 
佐藤幸太・佐藤栄治 
毛利栄治（飯坂へ） 

• 蔵王高湯から 
岡崎栄治郎・(我妻勝之助) 

• 土湯から蔵王・山形へ 
阿部常松 

• 肘折 
柿崎藤五郎 

• 作並 
槻田与左衛門 

• 秋保 
太田庄吉 

• 南部 
照井音治 

• 鳴子 
大沼岩蔵 

各産地毎の創意工夫が起こり、多様化する 



系統分類学は発生から時間に沿って 
分岐を辿る考え方で、系統樹が描ける。 

系統分類学上のこけしの系統 

こけしの系統分化 
二人挽きから一人挽きへの技術革新が
契機になって明治17年～23年ころに 
こけし様式の爆発（系が全部出揃う）
が起こったという状況を想定している。 

 鹿間時夫による 
    古典的系統樹 

こけしの前駆となるもの：ほうこ・芥子人形・でこ・キナキナ 
木でこ 木ぼこ こ芥子 

土湯 蔵王東 作並・鳴子 

土
湯 

弥
治
郎 

遠
刈
田 

蔵
王
高
湯 

山
形 

作
並 

肘
折 

鳴
子 

木
地
山 

津
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南
部 

圏 

系 

一
人
挽
き
技
術
に
よ
る
系
の
分
化 



明太郎       幸兵衛    伊太郎 

木おぼこ 長おぼこ きなきな 

これらを「ほうこ」と呼ぶべきか、「こけし」と呼ぶべきか？ 



雛祭りの庶民化 
 雛飾りは、江戸時代に大きく発展した。 

特に、都市部が経済力をもつ江戸後期になると、裂製の 
優美な衣裳雛に諸道具や添え人形も加わり、豪華な段飾り
や御殿飾りが出現した。 
さらに江戸末期から明治時代にかけて、土、紙など身近に
ある安価な材料を使って庶民のための雛人形が全国各地で
作られ始めた。 

『江戸名所図会』十軒店雛市  
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高橋勘治 大沼又五郎 
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東北残存説 

各人のこけしという概念の範囲によって、また 
 関心の範囲によって残存説も固有説もあり得る 

深沢要 
土橋慶三 

久松保夫 

東北固有説 



明太郎       幸兵衛    伊太郎 

木おぼこ 長おぼこ きなきな 

これらを「ほうこ」と呼ぶべきか、「こけし」と呼ぶべきか？ 
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